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三基礎上山質学､織座･

層位学

(総論その⑦)

4.わが国の地層命名規約

わが国でも昭和23年頃から地層の分け方および名

づけ方の問題についての関心が高まってきたので昭和

24年当時の日本地質学会執行委員会では委員のうち

層位学に関係の深い坂倉勝彦鈴木好一および高井冬

二の3名を連絡委員とし各地方支部に相次いで設立さ

れた地層命名研究会の連絡を計ることにたった..それ

以来各研究会は個別に研究･討論を行ないさらに

昭和25年および21津の日本地質学会総会の際にはこ

の問題に関する総合討論会が開催された.

その結果昭和26年の京都における学会の際地層の

分け方名づけ方の大綱について意見の一致を見るにい

たり草案の作成が関東支部に一任された.それを受

けて関東支部の研究会(委員長竹原平一)は昭

和26年/{賃1に草案を作成し各支部の意冠を問うた上

翌27年2則8目前記の連絡委員を混えて次にその全

文を再録したようだ地層命名規約を完成した.

員本地質学会地層命名規約

現在の地質学の段階では地層の区分には地史的記

録を強く反映した岩押的層序区分と主として古生物に

基づいた年代的層序区分とを併用すべきである.この

観点から岩相的層序区分と年代的層序区分の単位名を

区別しその名称宮序列および命名法を次の如く規定

する.

I岩頼釣層序区貸単位とその命名法

王､岩相的層序区分の箪位とその序列は次のように

定める(上級から下級へ)

(英訳はα⑩嘩)

幾層(英訳は曾倣至鵬如1葦)

郷鰯(英訳は淡赫め

(1〕簿灘より上級の娘蚊および部層よ姜汀位の箪位に

ついては規定し次い山

②コ)頼約は序列および名称の混乱を避けるために

拙さむ

福田理

定めるもので各単位の欠き.さは規定したい･

2.各単位の地層の命名は次の通りとする

(1)層灘の単位の地層名には地名一←単位名の呼び方と

する.例:掛川層鮮

(2)累層の単位の地層名には地名十単位名の呼び方を

原貝11的に重んじるが地名手岩質名十単位名の呼

び方としてもよい.例:大賢(砂岩)累層

(3)部属の単位の地層名には地名(あるいは記号)十

岩質名十単位名の呼び方をするが地名(あるい

は記号)はかならずしもっけなくてもよい.例

:五百済凝灰岩(部属)･第一凝灰岩(部属)･

凝灰岩部層

(4)累層あるいは部属の何れか一方を層としてよい

掛川｢層群｣

杢“1済｢汰､｢朔､馳/

㍍済｢篶粁｢彫/

‡“済｢震｣灰孝と圭｢繍J

(5)地名にっては次の規定にしたがプ

昼)累層および部属には模式飽の地名をとる主

原則として五万分ないし二刀五チ分掌)一地形劇に出て

いな=い地名はさける.

b)層灘にはなるべく二十万分の一地形図に出ている地名

をとる.ただしこの場合慣習的た地方名を用いて

もよい.例:加越北信蝦夷関門

C)同じ地名を異なる単位に併用しないようにする.た

だし地名の少い場合1こは累層中の細分を上帝下あ

るいは盆董)c籍夢)記号を付して葡五層名としてよい

妻た砦質名1とよφて区跳で慈る場合に逗圭鰯山地名を使

踊してよい｡

遂)地名を鰯いず岩質や化肴､欠の鋳徴だけによる麗欝累

層の合名は今後慈ける｡例1､蹄踊看層鍵末層群

櫨肩薦擬看層灘

鐙)従来の地層名の的奔夢)定義に大慈い鰺三1三ダ)救いかぎり

茂るべく精周する｡

多)命名後に地名が鋤乃た場料二も地層名は変翼むない曲�
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例:奄芸郡が河芸郡に変更されたために｢奄芸層群｣

が｢河芸層群｣と改名されたことがあるがこのよ5.1､

うた改名は必要としない､

9)地層名を新に命名する場合難読の地名にはよみ方を

付記する.

lI年代的層序区分単位とその命名法

1.年代区分および年代的層序区分の単位とその序列は

世界の学界は広く用いられているものに従う

〔年代区分〕

代:Er&

糸己:Period

世:Epoch

期:Age

〔年代的層序区分〕

界:Erathen1

系:System

統:Series

1階:Stage

代および界より上の単位と期および階より下の単

位については規定しない.

2.年代的層序区分の名づけ方

原則として地名十単位名で呼ぶが従来慣用されて

いるものは定義に大きい変更のたいかぎりそのま

ま使う｡

騒,必要な構足

蒙効掴で地層命名の問題が活発に論議されるようにた

った昭和23(脳8)年は筆者が大学を卒業した年であ

り規約の制定に至るまでの会合や学会における討論

にも何回か参加することができた.討議は一見華や

かに行たわれたが今にして思えば必ずしも実のある

討議が行なわれたとはいえないようである.むしろ

3年に及ぶ討議の結果が前節で紹介した地層命名規約で

あったこと自体が戦後の学会の混乱がいかにひどかっ

たかを示しているとさえいえる.何と放ればこの規

約は10年以上も前にSc肥NcKおよびMULLER(1941)

によって提案されたものの域を一歩も出ていないから

である(2.5.鴇二元的分類体系の拾頭と完成"参照).

その後わが日本地質学会ではこの問題はほとんど忘

れられ前女節で紹介した米国の層位学的命名規貝1｣によ

って代表される層位学的分類および命名に関する最近の

進歩が大学の層位学講座で生かされている例はむし

ろ少ないようである.しかしこの種の問題のなかに

はわが国の方が進んでいる分野もあるしその後の層

位学の進歩に照らして米国の層位学的命名規則にさえ

補足しなければならないことが少なくない､

火砕質鍵層とアｰベット

米国の層位学的命名規則のうち岩石層位学的単元に

見られる特徴の1つに単元の境界一としての鍵層の使い

方が消極的なことが挙げられる.すなわちこの規則

の第5条の注意(b)によればi)鍵層を公式の岩石層位学

的単元の境界として使えるのは単元のもつ内在的た岩

石学的性質が比較的安定しているところについてであり

ii)鍵層が広く追跡できるということだけでは岩石層

位学的単元の地理的ひろがりを裏づけるものとはならず

またiii)鍵層の間の岩石カミ模式地のものとはっきり相

違しているところでは鍵層が連続していても新しい単

元が認定されたければならたい.

これに対してわが国では千葉県下の天然ガス鉱床

調査を通して第2次大戦終了後間もたい頃から別の

考え方が芽生えていた､この考え方は2つの火砕質

鍵層(Pyroclastickeybeds)に挾まれた全岩層を1つ

の単元として認めようとするもので文献でさかのぼれ

る限りでは当時地質調査所にあって三上知芳および

兼手勝とともに上記の調査の指導的な立場にあった鶴

岡均二(旧姓金原)の創案といってよさそうである.

このような単元に対して文献のなかで初めではっき

りした用語を与えたのは三裂昂(1954)である.彼の

きなだ

論文はよく知られているように理房総半島鬼泪1⊥1南

部の地質"と題するもので“特に岩相の時空的ひろが

りについて"という副題が各岩相の時閥的咀空間的ひ

ろがりを正確に把握するという狙いをよく表わしている･

この論文のたかで三裂は上･下2枚の火砕質鍵層に

よって挾まれた地層を条と定義している.その脚

注1…“金原均二は条にあたるものとしてarbetを用いて

いる(MS)"とあり同様の脚注や本文中のただし書き

が他の論文にも散見されるところから上に述べたよう

にこの新単元の創案者が推定されるのである.アｰベ

ット(arbet)は“a11rockfacisbetweentwotu丑s"

のアンダｰラインを付した文字を継ぎ合わせたものであ

る.また三裂は同じ論文のなかである条の堆積

した期間(時間)を項と定義している.

条あるいは項の効用については後で述べるとして鍵

層となる火砕岩(Pyroclastic･ocks)層のこまかい追跡

が層相変化のはげしいところで米国の層位学的命名

規則で規定され累層や部属の相互関係を細部にわたっ

て正しく把握するめにとくに有効であることは下手な

説明を加えるより図3-2および表3-7によって

おのずと理解されるであろう.ただしこの区および

表を作成した三裂が“相"としているものが先に述べ�
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たScEE談｡KおよびMULLER(1941)の論文が出た後の

岩石層位学的(あるいは岩石)単元(累層あるいは部属)

にほかならないことに注意する必要がある,

アｰベットあるいは条を認定できるのはその上･下

を画する火砕質鍵層を追跡することが可能な範囲内にお

いてであリ通常一つの堆積盆地内に限られる.した

二曽川ユ954:収拷=榊二､｣リ･

��

:…｡

がって三裂が明記しているよう

に条は時間一岩石(時間層位学

的)単元として導入されたもので

あるがそれに対応する時間の長

短にかかわらず対比可能な範囲

が上記の認定可能た範囲に限られ

るという点で通常の時間層位学

的単元とは異なる.

5.2.アｰベットによる地層の系

列化

あえて架すなわちアｰベット

を定義しなくても同1時雨を表わ

すと考えられる火砕質鍵層を工

枚1枚丹念に追跡することによっ

てそれらを挾有する岩石層位学

的単元相互の層位学的関係を正し

く把握できるがこの新概念の導

入によって地層を数学的に系列化できることが伊閏

一善(叉95宮)によって明らかにされている.後て述べ

るようにこの伊閏によるアｰベッ1斗の数学的扱い方は

筆者が新しく提案しようとする生物層位学的単元にも

そのまま適用できるのでここに研岡の論文内容をくわ�
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しく紹介しておくことにする.

5,2,1.アｰベットの性格

伊田はアｰベヅトの上･下限を規定する火砕質鍵層を

縁と呼んでいる｡いま上縁をα下縁をろとするアｰ

ベヅトをα,わアｰベヅトまたはアｰベヅトω,みと

呼び

6茎

一一一･(1)

凸

で表わすことにする･アｰベッ/千の剛(÷)

はそれぞれの断面について幾何学的に求められる.

αおよびあはそれぞれある地域に広くかつ薄く堆積し

た火砕質鍵層であるとしその地域内の異次った地点で

αおよび6カミそれぞれ堆積するのに要した時間の差異カミ

ムが堆積した後にαが堆積するまでの時間に比べて充分

小さいとすればみが堆積してからαが堆積するまでの

時間は場所によ一て･(÷)が相違してもほぼ一定

であるとみることができる.

ある地質時代においてみの堆積の終了時7てみ)から

"の堆積の開始時7て")までの時間の経過工は

サ=･T(わ)一丁(α)(2)

で示され〔三裂昂(1954)はγ(ろ)一丁(α)を｢α～あ項｣と呼

ぶことを提案したが三裂･矢崎清貫(1958)はこれをrα～

脇1改称した〕その間にある1ころ二厚さ･(÷)

の地層が形成され現在それが馳(丁)を示すもの

とする｡

5.2,2.アｰベット系の認識

いま地域Pの地層鮮中に層位学的に上位から下位

に向かって

巧,戸｡,P｡,乃,P｡,………み

というη個の普遍的な鍵層が存在するとする.ここに

すべての1〕｡!であるαを元(E1ement)とする集合Qが

認識される.ただし〃工は1≦〃≦〃たる整数であ

る.

ρ=1α1α∈島1一}(3)

いまρの元を順序⇒に従って上位から下位に配列す

ればこれは1つの順序集合(Orderedse乞)を作る.

(Q,オ)=(1)1,P竃宰P｡,貝,………P花)(4)

さて(Q,弓)の元B旭は乃π11を次の元とする.

乃,｡とP皿二､､との2つの元で構成される順序対(Or(lered

pa五･)(乃π,ア"岳㌧)の集合R1を求めると

(凧,→)=((p1,P｡),(戸｡,戸｡),(P｡,夙),

(1〕棚葦手刀π))

もまた1つの順序集合である･

B旭

対(乃π,P刎｡｡)に対応するアｰヘット万をとると

順序集合(Aヨ⇒)が認識される.伊田はこれをア

ｰベット系と呼んでいる.たとえば

(ム,弓)一(音音音会

･与)(･)

がそれである.この(A,弓)は集合(R1,⇒)にお

ける各元に対応する元をもっている.つまり(Q,→)

によって編成される集合である.したがってこれを

｢〃｣という記号で表わすとすれば

(A､→)〃(Q,→)

ム,〃Q

これはλ､はρがあってなり立ち0があればA1が

存在することを意味する.一般に0によって得られ

るアｰベットの集合珂/Qは

アｰ/111∈音/(･)

(ただし1≦<〃,1ぐむ≦〃)

であってこの場合認識し得るアｰベヅトの総数は

榊C｡個

乃

アｰベット系⑭,弓)は単一のアｰベットスｰからた

るとみることも許されるしいかに区分しいかなるアｰ

一ベットの順序集合として認識することも許される｡

これは火砕質鍵層のひろがりに差カミありある断面で

はその全部が揃っていたい場合についてもアｰベット

系の概念を有効に適用できることを意味する.1例と

して表3-8の場合について考えてみよう.いま

Q⊇QlQ⊇Q.Q⊇Q｡

たるQIQ2およびQ3を求めると次のようになる.

(Q1,弓)=(1〕1,P｡,乃,乃,P･,几阜p･,

･Bπ)

(9｡,弓)=(片,P｡,乃,玲,凧,外,P11,

…P犯)

(Q｡,一∋)=(P1,P｡,夙,夙,ん,1〕1･,･一pπ)

そこで(A2,弓)〃(Q2,弓)および(ん,令)〃(Q3,

→)となるアｰベヅトの集合は次のように認識される.

(ん弓)一(音音寺÷音･

舟･)�
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表3-8アｰベヅト系の相互関係(例)

7一ペントの堆余←一'級胴一

寸HいいいR･1･バ･････････…

�

�

^コ

刀

帖

偬

刀

丹p｡

時R

倮

刀

R県県

R限吟

倮

刀

島R

島R

刀

刀

P■比R

�刀

刀

�

刀

P｡

恥

�

島｡

��

倬

��

'一7一･ぺ･ソ1･一,

(伊'岡

(ん弓)一(音音･音音･･

���

･う

また層位学的に下位の元から上位の元に配列した順

序集合をとることもできる.たとえば

(･汁)イｰ･缶･音･音音)

である.ただしこれらの間には

亙⊃A1,亙⊃λ｡,ア⊃A

たる関係がある.

さらにアｰベットの集合λ｡およびλ｡の間に

Q｡⊃Q2

たる関係が存在する時伊田は集合Aは集合A･より

アｰベット密度が大であるとしている.すたわち

lAl>1λ21

表3-8についてはQ1⊃Q2であると同時に

Q2⊃Q$

であるからA1のアｰベット密度はλ｡,λ｡に関し

て最大である.

5.2.3.アｰベットの和と差

肋弓肋弓此であるとき

Pα〃石α

1十[=;二=一讐

冊丹亮

ここで注意したければ在らないのは肋弓肋⇒R･弓

〃であるとき

PαP6Pα

呂里十}キ_r

肋P4Pビ

であることである.なぜ次らば

PαPαPろPc

==二十一十^

P6P6P6Pば

であるからである.

差については肋弓乃弓丹であるとき

Pα〃Pα

Pc丹肋

また肋→肋⇒P6号Pばであるとき

PαPあPαPc

[一記=i+言"

P汐.PcP6Pは

PαP"月あPoP6

冒一出=宝ユ十完=r

PはPあPcPπPば

5.2.4.アｰベット系の相互関係

いま隣接する2地域工1および工･においてそれ

ぞれ汽,P2,P3,…･･…･みおよびP1!,P2!,ア3',…

･･P犯'たる火砕質鍵層が認識され

(Q∫害弓ト(P｡,P｡,P｡,………P｡)

(Q",弓)ご(戸1',P2',鳥㌦一…P〆)

改る2つの集合の元がそれぞれ1対至の対応をする場

合このアｰベット系は相互にザ完全村蛇秘可能一で

あるとする.次ぜなら工1地域のいか匁るアｰベット

倢倢�

㌘1をとっても工｡地域のアｰベット甘』に比較できる

助力'

からである､

Qの元がすべて普遍的であればそのアｰベットは常

に完全対比が可能である.しかしQの元は必ずしも

普遍杓てたい.いま表3-8に示したアｰベットの

集合ム青ムおよびAがそれぞれ地域ム…享一己望お

よびL3のものとすれぱQ1,Q2およびQ2は元1)1,

P｡,PH,………みを共有する､

Q一∩Q｡∩Qド(P三､鳥亘p11,………み)

すなわち火砕質鍵層片｡鳥芋1)1パｰ…P臓は地域

L1亘L2およびL｡に関して普遍的であって

����

7r'一戸r'?τ

の3者は相互に対比可能であるが集合A葺んおよ

びA3の元相互間では必ずしも対比は可能ではない.

ところがZ｡および一己｡の2地域だけをとると

Q1⊃Q｡

であって火砕質鍵層の集合Q王およびQ｡において

元

1)1,P｡,P｡,P｡,P｡,P1｡,P11,………P蜆

を共有する.したがってアｰベットの集合んの元

はすべて集合Aに包含される.いいかえれば集合

A｡の元はすべて集合Aのそれに対比できるが集合

Aの元は必ずしも集合んのそれに対比が可能ではな

い.集合Aとλ｡との関係についても同様のこと

がいえる.しかしながら集合ん.とAについては

(い)一ん∩^一(音音･音)(･)

の3元については対比できるがこれら以外のんおよ�
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びλ3のもろもろの死すたわちアｰベットについては

対比することができない.

以上に述べたことを総合すると

⑭∩α帆〃(÷舟舟)

は地域ム1,工｡および工3に関する限りいずれも認

識が可能な順序集合であって層位学上重要な意義をも

つものである.伊田はこれを｢汎アｰベット系｣と呼

んでいる.

5.婁.δ.アｰベット系に関する層位の問題

表記について伊目ヨは

の層位上の位置および

に分けて論じている.

(1)鍵層の層位(3)アｰベット

(3)アｰベット内の層位の3部

(1)鍵層の層位

いまある鍵層が他の鍵層とどんな層位学的関係にあ

るかは地表地質あるいは地下地質あるいは両者の調

査結果をまつ以外にたいしかし一度(4)の関係す

なわち

(Q,弓)=(P1,戸2,/㌔,P4,………Pπ)

いいかえれば

(オれ弓乃→尺弓………弓みω

が確立された以上その1つのん(ただし!≦〃1≦〃)

剛聾位の問題は他の上位または下位という一点できわ

めて明確である.

(2)アｰベットの層位上の位置

先に表3-8を例としてムおよび/1島に関しては

{∩如(公･舟骨)

の;1つの元について相互に対比が可能であると述べた

がλユの他の元については対比ができない.しか

し層位は判定できる.それは

(Q里UQ3)一(Q2∩Q3)

たる元相互間によって形成されるアｰベットは最大密

度を有する(Q,弓)の元から構成されていて⑩とい

P2､

う関係をもっているからである.たとえは一一といっ

p島

アｰベットをとオLば⑩から

乃→Pg→1D11

∫)Hp｡→1)11

したがって､､生弓ニベ

/㌔r11

帖･

邑｡の糾

図3-3

P與アｰベット内の屈舷

(伊困1954)

しかるに1)1-3P2≒…貝づpg

�

したがって呈アｰベヅトはん∩^のうちの1

片貝

つである一丁アｰベットに含まれる.

(3)アｰベット内の層位

火砕質鍵層の順序集合(Q,弓)においてhカミ押

P工

の直前の元である時一戸τは｢細分し尽されたアｰベッ

ト｣となる､この場合アｰベット内の五点ぎの層位

を表現するにはアｰベットとその上縁および下縁から

の距離を示すことによってほぼ目的を達成できる.

たとえば音が槻1おいて崎)!い1厚さを

持つとしその上縁P工および下縁巧から3までの願

離をそれぞれユ:およびツとすれば(図3-3参照)

科ツｰ･(音)

となるからこのりおよび峠)の1ち任意の

2者の数値を決定すればよい.

伊囲も指摘しているようにこのような層位のきめ方

は理論的に厳密に導入されたものではなく当面の実

用的な見地からの方法である.しかし化石の産出層

位放とを示すこれまでの慣用的た方法だとえば地名

目標物からの水平距離累層名とその上部中部また

は下部および経･緯度だとの若干を示す方法よりは

はるかに合理的である.

5.2.6.アｰベット系の累積

アｰベット系(A1,弓)を認識し元であるアｰベッ

トの性格を比較検討することは問題とする地域ク)層位

学的記載を明確にしひいては地史を解明する上にきわ

めて有効である.それにはその地域内のアｰベット

の数を大たらしめアｰベット密度をできる限り大きく

しなければならない.

いま2つのアｰベット系(λ1,→)および(λ｡,弓)

において共通部分(A1,弓)∩(ん,→)については

汎アｰベット系をとるものとすれば

(Al,≒;)U(λ2,≒∋)

はより広範囲の地史を把握せしめる基準となり

λ1∪A2∪{一･一∪ん�
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はさらに広範翻の地史を明らかにし得る層位系列とたる.

したがって

U冊ん⑪

壱=1

である集合を求めかつ各アｰベットの質的性格を究明

して行くべきである.

他

このようたG=Uんであるアｰベツトの集合(G,

壱=1

→)を基準として考えれば(A1,づ)は(5)より

(ん･⇒)一(音音音…今汁)

(G,弓)⊃(A,弓)

すたわち(q⇒)は空だらざる部分集合が常に最初の

元を持つ整列集合である.

戸!

次に(G･弓)の石上に関する切片を求める･伊田

はこの切片を(^,弓)について｢スプラ1〕1アｰ

ベツト｣(supraP1班bet)と呼び記号

j牡

一π

で表わレた.そこで

(券去合音･与)

=(λ1,⇒)

はまた1つの順序集合であって(G,弓)の部分集合で

もある山さらに

(G,弓)一(A1,⇒)

もまた(G,弓)の部分集合であって伊閏はこれを｢イ

ンフラP刎アｰベット｣(infraP仰arbet)と呼び記号

ム

万r

で表わした.すたわち

P卿

蛇=(G,弓)一(A11,⇒)

ψ･

このようにして(G,弓)は

(q弓)一(半音音ポ

缶1･恭)鱒

で表現される.伊閏はこれを本来基準とたしたアｰベ

ット系である(λ1,弓)に関する｢超越アｰベット系｣､

と呼んだ.超越アｰベット系は一般には

(臥⇒)一(券(い)･景)㈹

で表わされる.ただし肋,"は(A,弓)//(Q,づ)

である(Q,弓)の最初の元を最後の元とする.'いま

胸について

吻'

一斤=α一

�

茗=α2

瀲

瀲

萬=α3

戸彗

�

万二α4

P刎一1

="犯

P冊

P刎

万戸畑'

とおけば(G,弓)は

(G,⇒)=(勿,α｡,α｡,α｡………伽,α州)ω

とたる.すなわちあるアｰベッ1一系を有限順序集合

と認識することとインフラまたはスプラァｰベットを

えて整列集合として認識することも可能である､

(G葺弓)の空でない部分集合が常に最初の元を持つと

いうことはすたわち｢アｰベヅト系においては常に

最上位のアｰベヅトが存在する｣ということである.

こうして得た超越アｰベット系が累積された場合は

U毎誓1Gゴ=(G1,≒;)∪(G｡孟弓)U(G竃垂弓)U･･…

(Gπ,弓)

さらに〃が無限に大とな/垂.た場合は

�

U｡｡(}!

也=1

1G-1>1(フ〃1

㈹

ここに得られる層序系列はもっとも上位のアｰベッ

トからさらに下位のアｰベットの層序系列すたわち新

しい方から古い方へ向かっての層序系列を堆積岩に関

して示しておりかつ抽象的た概念ではなく実際に

問題とする地域に存在する有形の地層についての層序系

列である.とくに上記の後段の特徴は重要で火砕質

鍵層があるところについてはできる限りその追跡を行

ない正しく認識されたアｰベット系の基礎の上に立っ

て岩相や化石などの垂直1水平分布を正しく把握する

ことが層位学的研究の第!歩であるといってよい,

5.2.7.火砕質鍵層の堆積区

アｰベット系はその元である各アｰベットが火砕

質鍵層を介してそれぞれ連続していなければ成立しな

い,すなわちまったく孤立した堆積区の2つのアｰ�
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ベットガミァｰベット系を形成することは原貝1｣的には考

えられない.しかしある地層群について認められる

いわゆる簸積盆地とその申の火砕質鍵層の堆積

区とは別であ寿)前昔を越えた堆衝差を持つ火砕質鑓

層がある場合には堆積鉄地を異にする地層潮同志の層

位学的関係を部分的にではあるが直接的に確認でき

ることに注意し改ければ匁らない山

一連の層序関係を有し上縁および下縁の火砕質鍵層

を認定できる場合については両者の聞のいかなる部分

に侵食面が存在してもこれをアｰベヅトとして認識し

得る.たとえば東京都目野市南平(1目南多摩郡七生

村)では音アｰベバ中に顕著熾竺が腎する･

ところが横浜市保土ガ谷区においては｣の拮坦アｰ

見

ベット中に侵食面は認められない｡このような浸食面

をもって岩石層位学単元(:累層あるいは層灘)の境界と

すること自体は誤りでは匁いがその湧位学的評俄は

その上縁および下縁と赦す火砕質鍵層の追跡が行なわれ

て=はじめて可能に泣く)たとい乏る,またこのよう

一一なことから伊.閏は｢地層の堆積上に五の堆積と負の堆

積とを認めることによって地層の相互関係を連続観

をもって読みとることも可能とたろう｣としている.

(簸剤童燃料部)
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